認知に障害のある人の就労支援を考えるセミナー
～経済的自立と社会参加を目指す取り組み～


【趣　旨】
　現在、障害者総合支援法施行後3年を目途とした見直しに係る協議において、就労に関する制度的枠組みや就労移行支援の機能、あり方をどう考えるかがテーマとして挙がっています。近年は民間企業等による障害福祉サービスへの参入により、地域に多くの就労移行支援事業所が誕生しています。しかしながら、就労移行実績のない事業所が全国に3割もあることから、事業所及び支援スタッフの専門性の向上が求められています。
　また、障害者雇用では、平成26年度のハローワークを通じた就職実績において、障害種別のうち精神障害者の就職実績が、もっとも高い結果となりました。障害者雇用促進法の改正を受けて、平成30年には精神障害者の法定雇用率への算定が予定されており、ますます障害者雇用への支援ニーズが高まるものと思われます。
　このような情勢を踏まえ、障害のある方々が働き、工賃等所得の向上により経済的自立と社会進出を目指していくために、就労支援を担う人材のスキルアップを行うため、下記セミナーを開催します。
記
１．主　　催　広島県
２．実施団体　公益社団法人広島県就労振興センター
３．日　　時　2016年3月20日（日）9:50～16:00
４．場　　所　広島県社会福祉協議会　講堂（広島市南区比治山本町１２－２）
５．対象者　障害のある方への就労支援を行う関係者等50名
６．参加費　無料（別紙参加申込書にご記入の上、FAXにてお申込みください）
７．プログラム
	時　間
	内　　　容

	9：30～　　
	受付開始

	9:50～10:00
	開会

	10:00～11:10
	基調講演Ⅰ『障害者雇用と就労支援　これまでとこれから』
講師：独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園（略称のぞみの園） 
      　事業企画局研究部　部長　志賀利一氏

	11:20～12:30
	基調講演Ⅱ『今後の就労移行支援事業所のあり方』
講師：社会福祉法人加島友愛会　かしま障害者センター　館長　酒井大介氏

	12:30～13:30
	休憩

	13:30～15:50
	パネルディスカッション『就労移行支援事業所での取り組みを通じて』
・精神障害のある人の就労支援：一般社団法人FLaT 　井上苑子氏
・高次脳機能障害のある人の就労支援：
特別非営利活動法人高次脳機能障害サポートネットひろしま　山田京子氏
・発達障害のある人の就労支援：SOARつつじ　萬行裕紀氏
助言者：志賀利一氏、酒井大介氏
進行：広島県発達障害者支援センター　西村浩二氏

	15:50～16:00
	閉会


以上



別紙

参　加　申　込　書

	事業所名
	

	事業種別
※実施事業に○をつけてください。多機能型の場合はあてはまる事業すべてに○をつけてください。
	
就労移行支援事業所・就労継続支援A型・就労継続支援B型・

自立訓練（生活訓練・機能訓練）・生活介護事業所・

地域活動支援センター・その他


	連絡先
	

	参加者氏名
	役職
	経験年数

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



※会場には駐車場を設けておりませんので、公共交通機関のご利用をお願いします。
※昼食は各自でご用意ください。

お申し込み締切：3月11日（金）必着
お申し込み先（FAX）：０８２－２５２－３１５５


　
【ご連絡・お問い合わせ先】
公益社団法人広島県就労振興センター
ＴＥＬ（０８２）２５２－３１００
ＦＡＸ（０８２）２５２－３１５５
E-mail：hwpc@axel.ocn.ne.jp


